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      （例えば、講義で言及した文献を読み、その一部を紹介して分析してください。） 
分量：４０００字程度、英語ドイツ語の場合 ca. 1600 words） 
書式：A4用紙、横書き、４０字３０行、本文１２point、注は脚注、参考文献リストは文末。 









  「（他もでもなく）リンゴが、赤い」 
  「リンゴは、（他でもなく）赤い」 
この焦点の違いは、これらが次のような異なる問いに対する答えとして使用されているからである。 
  「何が、赤いのですか」「（他もでもなく）リンゴが、赤いです」 
















































































































  「馬の生物としての特徴は何ですか」「有蹄類であることです」 
これの答えの完全文は、同一性文となる。 




























   ①「なぜなら彼は金に困っていたからです」 
   ②「彼がそうしたのは、彼がお金に困っていたからだ」 
①は、完全文ではない。なぜなら、問いから独立にそれだけを取り出しても意味が解らないから
である。②は完全文になっているように思われる。これは、次のように補うと同一性文となる。 












   「馬は、有蹄類である」 










   「彼はお金に困っていたので、彼はそうしました」 
































  「この案の結果は、成功か、否か」「成功である」 






















  「世界一速く走る人は、ルイスではなくボルトである。」 



















  ⑥「グーグル＝来年一月にも日本国内で電子書籍の配信事業を本格的に始めるところ」 









  「「SはPである」は、（他でもなく）真なのか」 
  「（他でもなく）「SはPである」は、真なのか」 
つまり、決定疑問は、文の真理値を問うのではない。（ここからの帰結は、真理の余剰説批判であ
る。） 
 
３ まとめ 
 70 
残されていた主張「（４）（質問以外の）すべての言明は、少なくとも潜在的には、同一性文であ
る。」の証明 
完全文が同一性文の形式とるとは限らない。しかし、我々は完全文の焦点に注目して、それを同
一性文に書き換えることが出来る。返答が主張していることは、問い求められている指示対象と答
えが指示する対象の同一性の主張である。なぜなら、答えが正しいと主張することは、その同一性
を主張することだからである。 
文がA＋B＋C＋Dという構文からなっているとしよう。決定疑問に関していうと、どの部分に焦
点を当てて、決定疑問を作ることもでき、その決定疑問は、同一性を問う疑問文に変換可能である。
ゆえに、返答もまた同一性文に変換可能である。 
補足疑問文についていうと、A＋B＋C＋Dという構文の文のどの部分がかけても、それを問うこ
とが出来る。例えばBの部分が欠如しているときに、それについて、A＋wh＋C＋Dという質問をし
たとしよう。これに対する返答はBであるこのとき、この二つの表現の指示対象の同一性が成り立
つだろう。それゆえに、それをA＋ｗｈ＋C＋D＝Bという同一性文にすることができる。 
 
ちなみに、問いの内容を取り入れて答えを完全な文にしたものが、完全文である。それは直接的
な返答の文をそのまま提示するよりも、理解しやすいものになっている。しかし、完全文だけが提
示されると、問いと答えの関係が消えてしまうので、どこに焦点があるかわからなくなる。つまり、
完全文は、複数の焦点を持ちうる。つまり複数の問いに対する直接的な返答にとっての完全文であ
りうる。 
 
 
 
 
